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１．概要（Summary） 

 本研究では、１細胞解析ができるエレクトロアクティブマ

イクロウェルアレイ（Electroactive Microwell Array、
EMA)を開発している。EMA は、マイクロウェルの底面部

分に電極を配置することによって、解析対象物である単一

細胞を誘電泳動によって効率よくウェル内にトラップする

だけではなく、エレクトロポレーションによってトラップされ

た細胞を破砕することができる技術である[1]。本年度で

は、EMAをさらに改良することで、マイクロウェルに捕捉し

た がん細胞に免疫・核酸染色と生死・アポトーシス判定

の操作を行うことに成功した。また、マイクロ流路内に定常

波を発生させ、細胞を濃縮することができる技術である

Acoustofluidic デバイスを EMA と組み合わせることで、

EMA のサンプル処理能力を向上することに成功した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

EMA のフォトマスクは、武田先端知の高速大面積電子

線描画装置、マスク・ウェーハ自動現像装置群、クリーンド

ラフト潤沢超純粋付を用いて作製した。 

【実験方法】 

 ガラス上に蒸着された ITO 膜をエッチングにより櫛型に

パターニングし、フォトレジストによりマイクロウェルを形成

した。PDMS マイクロチャネルはフォトレジストによるモー

ルドが形成されたシリコンウエハー上に、PDMS を流し込

み 75°C で 120 分熱し、硬化した PDMS を剥離すること

により得た。硬化した PDMS マイクロチャネルとガラス基

板に酸素プラズマ処理を施しパーマネントボンディングし

た。誘電泳動を用いて細胞を捕捉するため誘電泳動バッ

ファー（10 mM HEPES、0.1 mM CaCl2、59 mM 
D-glucose、236 mM sucrose、2 % BSA）に前立腺がん

細胞株を懸濁した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 デバイスの inlet部に前立腺がん細胞株懸濁液を滴下し、

シリンジポンプを用いて 2 µL/min の流量でデバイスに導

入した。デバイス本体の電極に交流電圧 (5 Vp-p、

8MHz)を印加し誘電泳動によりよる細胞捕捉を行った

（Fig. 1）。細胞をマイクロウェルに捕捉した状態で様々な

試薬を変更することで、免疫・核酸染色と生死・アポトーシ

ス判定などの解析に成功した。 

 
Fig. 1 Trapped cells in an EMA. Scale bar is 100 µm. 
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